
① ② ③

①シート敷設箇所の整地。石や雑草等を撤去し平坦に均す。
②シートに軽くテンションを掛けながら、たるみやしわを抑えて施工。
③敷設後は、むやみにシート上を歩かずに（踏圧による破損を防ぐ為）速やかに砂利を敷き均して仕上げる。

・セパレートシートは紫外線で劣化します。露出して使用する場合は、約2年程度で劣化がみられます。砂利下に使用した場合は、3～4年程度は効果が期待できます。
但し、踏圧や施工時の傷などでシートに破損があった場合は、破損部分から雑草の着根や付き抜けが予想されます。

・シート上に砂利を敷き均すので、基本的にシートの捲れは防止出来ますが、現場状況に応じて専用ピン等によるシートの固定をお勧めします。

セパレートシート施工要領


